
相馬看護専門学校生の実習を終えて 
今年度も５月２日（水）と５月９日（水）の２回、相馬看護専門学校生２３名が本校に実習に

やってきました。１日という短い実習期間の中で、感じたことを実習生の声として紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分たちと同じように笑い、元気に生活している子供たちと接して、共に生きる仲間である

という思いを抱いてもらえたように感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 上記のように、障がいのある子供たちが特別な存在ではないことに気付いてくださっ

た相馬看護学校のみなさんは、多くの方が地元で就職するそうです。この相双の地域で 

障がいのある子供たち                  や障がいのある方への理

解者が増えることは、                   とても嬉しいことです。 

本校での実習を経て、                   理解の輪が広がっている

ことを感じています。 

これから国家試験に                   向けて励むみなさんの

合格を心より祈ってい                   ます。 

１回目の実習生は１１

名、事前実習レポートには

「かかわり」という言葉が多

くありました。１回目のキー

ワードは「かかわり」です。 

２回目の実習生は１２名でし

た。１回目同様に、「かかわり」

がキーワードでした。障がいの

ある子供とのかかわり方に関心

が高いことがうかがえました。 

実習を行う前は、障がい

のある子供と接したことが

なく、不安な気持ちがあり

ました。 

実習を行い、言葉だけ

ではなく表情やしぐさなど

の非言語の部分の大切さ

に気付くことができました。 

先生方がどのようにコミュ

ニケーションを取っているの

か興味がありました。 

先生方は一人一人に合わ

せたコミュニケーションの取り

方を心掛けていることに気付

きました。 

その子にあったかかわり

方をしたいと思いました。 

看護の視点と同様に、障

がいのある子供たちとのか

かわりでは、相手の思いをく

み取ることが大切だと感じま

した。 

障がいのある方と接したことがな

いので、うまくコミュニケーションが

取れるのか心配でした。 

私たちと同じように生活している

ことがわかりました。これから看護

の現場で出会ったときには自分から

積極的に話しかけたいです。 

障がいに応じた個別性の

かかわりについて学びたい

と思いました。 

身体のことで配慮すること

は障がいに応じて様々です

が、コミュニケーションにつ

いては普段接している患者

さんと同じだと思いました。 
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７月２６日（木）に開催する本校のセミナーでも、午後から「特別支援教育での国語・算数の
指導法（仮）」というテーマで分科会を設定しました。子供たち一人一人の確かな学びを育
むために、子供たちの実態に応じた教材はとても大切だと感じています。今回は、本校で使
用している手作り教材をご紹介します。 

～小学部の教材～ 国語編  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～小学部の教材～ 算数編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「文字チップ」です。平仮名の学習に使用します。↑「文字チップ」を使った言葉の構成と↑濁音、拗音、促音の学習へ展開です。 

↑ 文の構成の教材です。 

「文字チップ」を使って、一文字ずつマッチングから始め

ます。平仮名を一文字ずつ学習してから、生活や学習に身

近な言葉の構成につなげていきます。子供たちの生活や

学習に身近な言葉だからこそ、定着につながっていくと考

えています。 

高学年になると、文の構成にも取り組みます。ここでも、

生活に身近な文の構成から始めます。 

算数の学習では、「一つの穴に一つ

のビー玉を入れる」、「一つの穴に一つ

のペグを差す」という１対１の対応から

始めます 

教材を使って実際に操作しながら学

習することを大切にし、四則計算の基

礎の「数の合成」につなげています。 

↑ 教頭先生手作りの教材です。引き出すと     ↑ １から順番に１０までの「ペグ差し」の 
数字が出てきます。                    教材です。 

↑ 「数のかいだん」の教材          ↑ 「数の合成」の教材 


